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High expression ofABCG2was fbundinll of12non－reSPOnders，Whereas40f5













ABCG2expre＄＄ion during progressionin carcinoma remainedto beclarified・This・Study
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（ATP－binding cassette sub－familyG member2）の発現度とCD－DSTを用いたin vI加での
SN38（イリノテ如代謝醇性物）抵抗性との関係性や、計17例のイリノテ如′を含む化学療法施行例におけ
るABCG2の発現度とPFS（progression－freesurVival；無増悪生存期間）との関係性について
検討を行い、以下の点を明らかにした。
1）全症例において、ABCG2高発現度とSN38抵抗性の感度は82％、特異度は73％であった。
2）多変量解析において、ABCG2高発現度はSN38抵抗性と高い相関を示したくPR：11．77，95紅：I
5．椚－23，76，pく0．001）。
3）化学療法施行例において、ABCG2高発現度と朋ノ軸ン抵抗性の感度は92％、特異度は80％で
あった。
4）ABCG2低発現群と比較して、ABCG2高発現群のPFS中央値は優位に低値であった（pく0．047）。
本論文は、大腸癌におけるABCG2発現度がイリノテカン抵抗性を予測するハ◆ィわーカーとなりうる可能
性について新しい知見を与えたものであり、最終試験として論文内容に関連した試問を受け合
格したので、博士（医学）の学位論文に値するものと認められた。
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